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制振材料を用いた床衝撃音の低減に関する研究
ーその7.，jj哩音響棚田尺度による床衝撃音の評価
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制振材料を用いたコンクリートスラブでは，重量床衝撃音レベルで評価した結果と聴惑と

の対応が必ずしも一致しない。そこで心理音響評価尺度による検討を行った。その結果，

非定常ラウドネスを用いることで，制振材料による重量床衝撃音低減効果を定量的に評価

できることがわかった。
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1.はじめに

利用技術分科会「建築における制振材料利用技術

WGJでは，鉄筋コンクリート造集合住宅における床

衝撃音低減方法のーっとして，制振材料の床への適

用を考え，コンクリートビーム及びコンクリートス

ラプによる検討を行ってきた 1)叫。この中で，貼り合

せタイプの拘束型制振材料を用いることにより，質

量効果及び曲げ剛性の増加による効果以上に，制振

による共振周波数における振動低減効果があること，

並びにスラプの振動低減効果が下室への放射音の低

減につながることが明らかとなった。しかしながら，

受音室内には，スラプの振動モードによる音響放射

以外に，スラブの振動によって発生した圧力波によ

る室の固有モード周波数における音響励起があり勾，

騒音計による周波数分析結果では，聴感上での音の

低減感ほどのレベル差が生じていない。そこで本報

では，重量床衝撃音レベルによる評価結果を示すと

ともに，聴感メカニズムを考慮した非定常ラウドネ

スを指標とした心理音響矧面による検討結果を示す。

2.実験概要

実験を行った鉄筋コンクリート造実験室の寸法，

計測位置及び使用機器を図 1に，検討した床構成を

表 1にそれぞれ示す。加振点，受音点ともスラブ対

角線上の中央及び 4分点の位置に設けた。衝撃源に

はsSA 1418-2:2側に規定する衝撃力特性(1)をもっ
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標準重量衝撃源を用いた。各加挽長.受音点ごとに 5

打撃の最大音圧レベルを測定し，これをエネルギー

平均した値を各点における最大音圧レベルとした。
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〈凡例〉
.:床衝撃位置(11.[3.[5)
'Y:音圧測定位置(Ml.M3.M5)
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[使用機器]
衝感源:パングマシン
精密騒音計:RlONNA-27 
周波数分析:RlONNA-27 

15.鼠験床 録音:SONY PC208A 
寸~ I心理音響解析システム:
l I Mueller-88M PAKシステムバ
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図 1 計測位置及び使用機器一覧
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表
一

コンクリートスラブ素面
Iypel I鉄筋コンクリート仏XWX1=3. 400x2. 500X 150mm;S=8. 5m2) 

長辺4ヶ所，短辺3ヶ所ボルト締め;i冨密度:358kg/m2 

拘束型蜘版制料貼付タイプ
鉄筋コンクリート+粘弾性体(ブチルシート.1=3.0mm. 

lype2 I 
η=1. O. E =1 Xl0~/m2) +拘親@瓶 tヰ.2mm)
長辺4ヶ所，短辺3ヶ所ボルト締め;面密度:388kg/m2 
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